
 

 

３． 光学的性質 

 

３－１ 全光線透過率 

 

無色透明なメタクリル樹脂であるデルペット TM成形品は、可視光線を９２％透過させ、 

残りの約８％も入射面と透過面での反射であり、ほとんど内部吸収がない。 

表３－１に示すように、デルペット TMは他のあらゆるプラスチックの中でも最も 

全光線透過率が高く、ガラスをもしのぐものである。 

 

【表３－１】 各種材料の全光線透過率 〔測定法：ＩＳＯ １３４６８－１〕 

材     料 光線透過率（％） 

デ ル ペ ッ ト         TM ９２ 

ポ リ ス チ レ ン          ８９ 

Ａ Ｓ 樹 脂          ８７ 

ポリカーボネート          ８７ 

硬質塩化ビニル樹脂 ８４ 

ガ   ラ   ス ９０ 

 

 

図３－１には、デルペット TM ８０Ｎの光線透過率特性曲線をガラスと対比して示す。 

この図からガラスは近赤外部ではほとんど吸収がないのに対して、デルペット TMは特有 

の吸収を示すことがわかる。また、デルペット TM ８０Ｎは３００ｎｍ以下の紫外部の 

光をほとんど透過しないこともわかる。成形品の用途によっては、紫外部の吸収の有無 

が重要な意義をもつ場合もあり、このようなときには、デルペット TMの紫外部吸収性能 

について若干の調整は可能である。 

  



 

 

 

 

  【図３－１】 デルペット TM ８０Ｎの光線透過率特性曲線 

 

 

３－２ 屈折率と反射率 

 

デルペット TM成形品の表面に光線が入射すると、その光の大部分は透過し一部は反射 

する。図３－２に示すように入射角をｉ１、屈折角をｒとすると、屈折率ｎは以下で 

表される。 

 

 

                         

 

プラスチックの屈折率の測定を行う時には、光源としてナトリウムのＤ線（589.3 nm） 

を用いるので、その屈折率はｎＤで一般的に表される。デルペット TMでは、 

ｎＤ＝１.４９２ である。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              【図３－２】 光の反射と透過 
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一方、入射角の一部は、入射界面においてｉ２の角度で反射する。この時、入射角と

反射角は原則的には等しく、ｉ１＝ｉ２  となる。 

また入射光線の強さに対する反射光線の強さの割合を反射率という。デルペット TM 

では、平行光線を界面に垂直に入射させたとき、入射界面および透過界面の両界面に 

おける光線反射率の合計は、冒頭の３－１の項で述べたように約８％になる。光線透過 

率が９２％であるので、樹脂内での光の吸収はほとんどないことがわかる。また成形品 

中に入射した光は、成形品の透過界面でも反射するが、メタクリル樹脂の場合、この透過 

界面への入射角が４２°１０′以上のとき光は全反射する。この角度（４２°１０′）を 

臨界角といい、臨界角θと屈折率ｎとの間には ｓｉｎθ＝   の関係がある。 

シャンデリア、各種リフレクターおよびエッジライティングなどは、この全反射を 

利用した製品である。表３－３に主な透明樹脂の屈折率を示す。 

 

【表３－３】 各種透明樹脂の屈折率 

樹  脂 屈 折 率 

デ ル ペ ッ ト        TM １.４９ 

ポ リ ス チ レ ン         １.６０ 

Ａ Ｓ 樹 脂         １.５７ 

ポリカーボネート １.５９ 

硬質塩化ビニル         １.５４ 
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